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Anη. Rept. Plant Prot. North]aρan 

アブラムシの高次寄生蜂Dendroceruscarpenteri (Curtis) 
(Hγmenoptera : Megaspilidae)とAsaphessuspensus (Nees) 
(Hymenoptera : Pteromalidae)の未成熟期の発育と形態

水谷杏子ネ・{中島義貴本

Development and Morphological Characteristics of Immatures 

of Two Aphid Hyperparasitoids : Dendrocerus carpenteri (Curtis) (Hymenoptera : M巴gaspilidae)

and Asαphes suspensus (Nees) (Hymenoptera : Pteromalidae) 

Kyoko MIZUTANI' and Yoshitaka NAKASHIMA本

Dendrocerus cαrpenteri (Curtis) (Megaspillidae) and Asaphes suspensus (Nees) 
(Pt巴romalidae)are common aphid hyperparasitoids attacking primary parasitoids of 
economically important aphid pests. In this study， we investigat巴dthe developmental 
time and morphological characteristics of both species. Under laboratory conditions 
(20士l

O

C，16L-8D)， the developmental times of D. cαrpenteri and A. suspensus were 16 
and 23 days， respectively. All immature stages could be distinguish巴db日twe日nth日two
species by the shape， color， surface structure and b巴haviorof the organisms 
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緒 日

高次寄生蜂 Dendroceruscarpenteri (Curtis) (= 

Lygocerus niger) (Hymenopt日ra:Megaspilidae) と

Asaphes suspensus (Ne巴s) (Hymenoptera 

Pteromalidae)は単寄生性の外部寄生蜂であり，マミー

内のアブラパチ科寄生蜂の終齢幼虫または蝦上に鐙卵す

る(13;水谷，未発表). 両種は世界に広く分布し (5，

8， 15)，寄主範囲も広く，多くのアブラパチを寄主と

して利用し，その中には生物的防総において重要な寄生

蜂が含まれる(8， 15).両種はエンドウヒゲナガアブ

ラムシの一次寄生蜂ヱルピアブラパチ，Aphidius ervi 

Haliday (Aphidiidae)の俊占種で (10，12)，高次寄

生率の合計が80%に逮することもあり，応用的に重要でt

ある(12). これまで，Dendrocerus属の未成熟期の形

態について，Dendrocerusの卵および幼虫期の詳細な記

述や(6)， D.carpenteriの卵，幼虫，婦の外部形態の

記載がある (13). Asαphes属では A.vulgaris

Walkerの卵と幼虫の形態の記載が行われている(7). 

発育期間についても，部属でいくつかの研究がなされて

いるが(1， 3， 4， 16)，発育段階ごとの形態的特徴

や発育期間に関する比較研究はなく ，A.suspensusに謂

する報告はこれまでにない.本研究ではD.carpenteri

とA.suspensusの未成熟個体の形態から穏と発育段結

を特定することと各齢の発資期聞を明らかにすることを

目的に，観察を行った.

本論文の取りまとめにあたりご助言をいただいた京都

府立大学名誉教授高旧 議博士に御礼申し上げます.

材料および方法

1.供試昆虫

供試した.EE.虫は全て帯広畜産大学内のアルフアルファ

草地から， 2004年及び2005年の 6月から 7月にかけて採

取した個体の子孫である.A.suspensusとD.carpenteri

はエルビアブラパチを等主とし累代飼育した.寄主とな

るヱルビアブラパチは，飼育容器 (13.6D内で， ソラ

マメ上のエンドウヒゲナガアブラムシを寄主として累代

飼育された.高次寄生蜂の雌成虫 1îíJjにマミー化後 1~

2臼(エルビアブラパチ寄生後約10臼)の一次寄生蜂の

幼虫または蝦(以下単にマミーと呼ぶ)約10個体を与え，

i直径 6cmのプラスチックシャーレ内で自由に産卵させ

た. 240寺間後，マミーを取り出し，高次寄生蜂が羽化す

るまでインキュベータ内で維持した.飼育はすべて温度

20ごとl
O
C， 日長16L-8Dの条件下で行われた.

*帯広畜産大学 ObihiroUniversity of Agriculture and Vet邑rinaryM巴dicine，Obihiro， Hokkaido， 080ω8555 Japan 
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白色であり，卵殻表箇は滑らかで模様はなかった

(Fig.2Hおよび Fig.3B).D.cαrpentenの卵は寄主幼虫

または焔の頭部か腹部の末端に，A.suspensusの卵は寄

主幼虫または蜘の腹部の内側か寄主踊の惣芽の妥に存在

することがほとんどであった.

(2) 1齢幼虫

尚種とも無色透明であり，頭部のほか13の体節からな

るが，D.carpenteri は体表面会体に微細なとげが見ら

れ (Fig.2Bおよび Fig.3C)，A.suspensus は無毛であっ

た (Fig'.21およびFig.3D).両穏ともに嬬動運動により，

寄主上を動き由った.

(3) 2齢幼虫

D.cαrpentenでは，体は透明な薄い黄色で、，内綴の

e，は黄色であった.胸部が大きくなり，頭部と胸部の墳

にくびれが生じ，比較的漏平な l齢幼虫と比べ円柱状に

なった (Fig.2C).一方A.suspensusでは，体は無色透

明，内綴の色は褐色で，頭部と胸部の境ははっきりせず，

体は扇平であった (Fig.2J). 両種とも，液体状の寄主

組織を吸汁した状態で，寄主上を移動することはなかっ

fこ.

(4) 3齢幼虫 4齢幼虫，および前橋

3齢幼虫は，体が腹側へやや湾曲し，D.carpenteri 

では， f:本色が薄い黄色で，権問球状に膨張し (Fig'.2D)，

A.suspensusでは，白色で，頭部と各体節に数個の小さ

な突起が現れた (Fig.2K). また，D. carpenteriの4齢

幼虫では，体は黄色で，体表全体に多くの細かいとげが

Developmental time of Dendrocerus carpenteri (upper) and Asαphes suspensus ClOW81う

2. 高次寄生蜂の未成熟期の観察

プラスチックシャーレ(直径 6cm) にマミー 5個体

とともに高次寄生蜂を 1jj]おさめ， 6時間自由に産卵さ

せた. 6持間後高次苦手生蜂を取り出し，既寄生寄支を24

時間ごとに解剖し，実体顕微鏡下で日齢ごとに約10頭ず

つ，高次寄生蜂の発育段階と形態，行動を観察した.

Fig.l 

結

1.発育段階と発育期間

D.cαrpentenは卵齢幼虫 2齢幼虫， 3齢幼虫，

4齢幼虫，前踊，摘を経て約16臼で羽化した.各発脊段

階に要した期間は，約 2日(卵)， 2 B (1齢、幼虫)， 1 

日(2齢幼虫)， 1臼(3齢幼虫)， 2臼(4齢幼虫)， 

2日(前踊)，および6日(嫡)であった (Fig.l) 一

方，A.suspensusは卵， 1齢幼虫 2齢幼虫 3齢幼虫，

前踊，踊を経て約22臼で羽化し，D.carpenteriより長

かった，各発育段階に要した期間は，約4臼(卵)， 2 

日(1齢幼虫)， 2.5日(2齢幼虫)， 2.5日(3鉛幼虫)， 

l日(前自慢)，および11臼(嫡)であった (Fig.l).

果

2.未成熟個体の形態

(1)卵

河種とも長径約0.25mm，短径約O.lmmの楕円体であっ

たが， D. carpenteriでは，色は薄い黄色で，両極に小

さな突起があり，卵殻表面に微細な縦縞模様が見られた

のに対し (Fig.2Aおよび Fig.3A)，A.suspensusは，
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Fig. 2 Morphologies of D. Cαrpenteri and A.suspensu in immature stages. D.cαrpenteri: egg (A)， first-instar 

larva (B)， second-instar larva (C)， third-instar larva (D)， fourth-instar larva (E)， pr巴pupa(F)， pupa 

(G). A.suspensus: egg (H)， first-instar larva (I)， second-instar larva (J)， third-instar larva (K)， 

prepupa (L)， meconium (M)， pupa (N). MEC=meconium. 
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A. B. 

C. D. 

Fig. 3 Morphologyi巴sof日ggsand first-instar larvae of D.carpenteri and A.suspensus. Eggs of D.cαrpenteri (A) 

and A.suspeηsus (B). First-instar larvae of D.carpenteri (C) and A.suspensus (D) 

現れ，腹部の先端に大きな円錐状の突起が現れた.腹側

へ湾曲するが， 3齢幼虫と異なり，胸部から紅門へ向かつ

て先細りの形状になった (Fig.2E).D.carpenteriの4

齢幼虫，前蝋，婚は解剖用の針で触れると腹部を激しく

控室繁させた.

前踊の形態は，両穏とも終齢幼虫と変わらないが，中

腸と後腸が通じ， メコニウム(蝋便)が排出される

(Fig.2FおよびFig.2L). D.cαrpentenのメコニウムは

直径約O.35mmの球状であり (Fig.2G)，A.suspensus 

のメコニウムは直径約O.15mmほどの楕円球状の塊が複

数個チェーン状に連なったものであった (Fig.2M).

(5) 嬬

D.cαrpenteriでは体は黄色であり，触角が頭部の前

に垂れ下がり，胸部へ向かつて直角に曲がった (Fig.
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2G).一方A.suspensusでは体は乳白色で，触角は胸部 なる.

へ張り付き，腹部の体節に縞模様が現れた (Fig.2N). 本研究に用いた 2種の高次寄生蜂は，アブラムシの霊

姿な天敵であるアブラパチ類の主要な高次寄生蜂穫であ

考 察 り，非常に高い割合で寄生することが知られている(11，

幼虫期の発育段階は D.cαrpenterιで 4齢 12). 本研究で得られた知見から，野外における両種の

A.suspensusで 3鶴まであり， Ha viland (6， 7)や 寄生の程度をマミーの解部により知ることができるだけ

Bennett and Sullivan (1)， Carew and Sullivan (4) でなく，過寄生(同種による蒙複寄生)や共寄生(異穫

の結果と一致した.羽化までの発育期間はD.cαrpenteri による重複寄生)についてもわかり，両種の種内・穣間

が約16日間，A.suspensusが約22臼間であった.卵期間 相互作用の理解に役立つであろう.また，高次寄生蜂の

と焔期間には顕著な違いが見られ，D.carpenteriは 発生還の調査が早期に可能になるため，発生予察的な利

A.suspensusの約半分の期間であった. この結果は 用にも役立つかもしれない.

D.carpenteri においては， Bennett and Sullivan (1)， 

Campbell and Mackauer (3)， Carew and Sullivan 

( 4 )， Walker and Cameron (16)， A.suspensusにお

いては， Campbell and Mackauer (3)による先行研

究の結果とほぼ一致した.

すべての未成熟期の発育段階で，形態上の相違点から

2種を識別することが可能であった.主な特徴は，卵で

は，卵殻表面の模様と両極の突起齢幼虫では，体表

の微細なとげ 2齢幼虫では，頭部と胸部のくびれであっ

た.それ以降の幼虫期に関しては，色と体表の突起物，

嫡では，触角の形状や腹部の動きや模様で容易に河穫を

区別できた.また，両穣のメコニウムの形状も顕著に奥

なり， Carew and Sullivan (4) の D.cαrpenteriや

Levine and Sullivan (9)による A.lucensに関する記

載と向様の形状であった.

2穫の高次寄生蜂は外部寄生性であり，産卵時に答主

である一次寄生蜂の幼虫の動きや発育を止めるために毒

物質を注入する (2，14). Bocchino and Sullivan (2) 

やSullivan(14)の記載と間様に，D.cαrpenteriでは，

一次苦手生蜂の幼虫は議注入会受けた後も鮮やかな黄色ま

たは濃黄色を保持し続けたが，A.suspensusでは，一次

寄生蜂の幼虫は毒物質の注入後一定時間が経過すると液

状化した.A.suspensusに毒液を注入された寄主は，多

くの場合，寄生後6日後から褐色へと変色し，緊急にな

るものもあった.望号主の体色は，高次寄生蜂の中腸の色

に影響し，D.carpenteriではct腸の色は黄色または濃

黄色で，A.suspensusでは褐色であった.このため，ほ

とんどの場合で，両種の 2齢と 3齢幼虫を内臓の内容物

の色で識別することが可能であった.

D.cαrpenteriの4齢、幼虫，百iI踊，踊では腹部を激し

く痘聖堂させる行動が観察された.高次寄生蜂が高次寄生

蜂の未成熟個体にさらに寄生する現象を三次寄生という.

D. carpenteriの 4齢幼虫は産卵管で突かれたような刺

激を感じると，激しく主霊祭することで三次寄生に対する

防衛行動をとると考えられており(4 )，前婚と織の疲

聖堂も同様、の機能を持つのかもしれない. 一方，

A.suspensusではこのような控室聖堂は観察されなかった.

終齢幼虫以降の悶種は腹部の動きも両種の同定の指標と
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